
2018年から2019年へと、暦がかわりました。
寒くなったり、温かくなったりの不順な気候が続きます。
インフルエンザも流行。くれぐれもご自愛ください。
この秋・冬の子どもたちの活動をお知らせします。

CPAOつうしん［第8号］

2019年

私たちは同じ思いを持っていらっしゃるかたがた
と共に、「まずは、ごはん！」から、子どもたちとつな
がり、「子どもの育つちからをサポート」できる社会
を目指し、活動を続けています。

CPAO (しーぱお, C＝Child・子ども , PAO=包む・家)

メニューに工夫　ハロウィン
10月27日（土）は、ハロウィンのイベント。
恒例のフェイス・ペイントをして、ファクト
リーのあちこちに隠されたカードを必死に探
します。ゲームの後は、食事作り。みんなで考
えたメニューをみんなで作
ります。カボチャ蒸しケー
キ、パンプキン・
スープ、「毒き
のこ」形 マッ
シュ・ポテト、
うどんでミイラ
風にした海老天。み
んなチームに分か
れて作業し、豪華メ
ニューが完成。

 わたしたちの活動　2013年5月24日、「最後におなかいっぱい食べさせられなく
て、ごめんね。」といった遺書のようなメモを残し、大阪市北区で発見された母子の
変死事件。わたしたちは、翌日から子ども支援関係者と共に活動を始めました。聞
き取り調査や夜回りなどを行い、数多くの精神的にも経済的にも厳しい状況に
置かれ、孤立した親子らと出会い、「まずは、ごはん！」を中心に、子ども一人ひとりの
ニーズに応えながら活動を展開しています。
　今、「子育ちの社会化」を実現させるため、実践は「NPO法人CPAO」・政策提
言は「大阪子どもの貧困アクショングループ」が担い、両輪で活動しています。

大阪子どもの貧困アクショングループ 

政策提言のご報告

大阪子どもの貧困アクショングループとして、11月29日、生野子育ち社
会化研究会のメンバーらと、大阪市役所に提言書を提出。議員の方々
にも直接現場の声を届けました。12月6日、市の「教育子ども委員会」で
議題にあがりました。引き続き、アクションを起こして行きたいと思います。

Facebook post 
634384036994168

子育ちをサポート！

詳しくはCPAOのHP
http://cpao0524.org/wp/archives/3588

CPAOは大阪市から認定を受け、平成30年9月7日付け
で「認定NPO法人」となりました。いつも支えてくださる
支援者の皆様に心よりお礼を申し上げます。これから
も末⾧いご支援・ご協力をよろしくお願いいたします。

週末お泊まり会、継続中！
CPAOの活動の柱の一つに、隔週二泊三日で
継続している和歌山の「はしもとブランチ（支
部）での「週末お泊まり会」があります。⾧期
休みには、1～2週間、子どもたちと過ごして
います（後述）。このお泊まり会しか参加でき
ない子もいて、みんなとても楽しみにしてい
ます。
10月19～21日のお泊まり会でのこと。トラン
プをしていると、ある子が急に他の子をトラ
ンプの箱で叩きました。お泊まり会なので、帰
る時間を気にすることがない。じっくり話しを
聴きました。「腹立つ」「悲しい」と応えてくれ
ました。
じゃ、なんで腹が立っているのか、悲しいの
か、ゆっくり話を聴き、理由を確認していきま
した。
学校でもイヤなことを言われつづけ、ずっと
傷ついていたのです。

「気持ち分かる、それは誰でも腹立つなぁ」と
伝えると、大粒の涙をこぼし、声をあげて泣き
ました。

低学年で、話しが上手くはない子ですが、「み
なと仲良くしたい、CPAOやったら聴いてくれ
るから」「イヤなこと言われたら、これからは
口でイヤやて言う。もう叩けへん」と話してく
れます。そして、さっき叩いた子のところに行
き、「ゴメンな。でも〇〇って言われるのイヤ
やから、もう言わんとってな」と。

「気持ち」「理由」「望むこと」この3点で話しを
聴いていくと、小さい子でも、話しが苦手な子
でも、自分の気持ちが整理できまず。それをま
た、他人にも伝えやすいようです。
おとなに、時間、気持ちの余裕がないとなか
なかこうはいきません。お泊まり会は、とても
大事な場です。
また、冬休みの12月23～28日は、受験生や
不登校中の子どもたちが「はしもとブランチ」
で過ごしました。日中は地域の方にお誘いい
ただき、門松づくりをしたり、伸び伸びと。夜
には塾の先生に出張いただき、勉強を教えて
もらいました。
年末年始も自然の中で過ごしました。12月31

日の夜に大阪を出発し、1月1日は、はしもと
ブランチの近くのお寺や神社に。除夜の鐘も
つかせてもらい、うれしそう。
朝はゆっくり起きて、ボランティアの方々が子
どもたちにと作ってくださったお節です。一
番人気は毎年、栗きんとんです！
1月2日、3日と山に
登ったり、いつも遊
びに行く「はしもと
里山学校」に行った
り。子どもたちは、
自然を満 喫 、走り
回っていました。

ボランティア会議を開きました
12/15(土)、この日はみんなで決めた
映画でシネマ部。映画が終わるとピア
ノ部、そして真っ暗になるまで外遊び。
その後、ボランティア会議を行いま
した。今年の活動、そして来年への目
標。20人ほどの参加者は、様々な形で
CPAOを応援してくださっている方ば
かり。お一人お一人のお気持ちで、私た
ちの活動は支えられていると、改めて
実感させられる時間ともなりました。
来年は活動も7年目に入ります。「初期
衝動」を忘れず、アクションを起こし続
けるCPAOであろうと、日々、目の前の
問題に全力で取り組んで参ります。

NPO法人CPAOとは



CPAOの活動は、皆様のお心寄せに支えられています。子どもたちをサポートするためのご寄付をお願いします。
　（個人情報は、「CPAOつうしん」の郵送など、本法人の活動目的にのみ利用するものとし、その他の目的には利用しません）

三菱UFJ銀行　生野支店　普通預金

口座番号：0 1 3 5 8 7 1

口 座 名 ：エヌピーオーホウジンシーパオ

CPAOではクレジットカード決済による
寄付を受け付けております。

携帯・スマートフォンの場合はQRコードへ→
PCからは下記URLへ↓

振込手数料は大変恐縮ですがご負担頂けますよう
お願いいたします。

お手数ですが・ご寄付金額・お名前・ご住所・メールアドレスを「 kanri@cpao0524.org 」まで、お送り下さい。

寄付による支援のお願い

http://cpao0524.org/wp/archives/445

［銀行振り込みの場合］ ［クレジットカードの場合］

さらに、成長する子どもたちを支える新事業も計画しています。また、ご協力を今後ともよろしくお願いいたします。

▷▶“進学、進級をサポートする活動に向けて”

大盛り上がりのクリスマス
6回目となったCPAOのクリスマス会。遠方
だったり、様々な事情でなかなか来れない子
たちらも多く参加。「久しぶりやなー！」とみん
なうれしそう。お母さんたちも「元気やったん
や、うれしい」と、旧交を温められていました。
いつも盛り上がるジェスチャーゲーム。始め
はちょっとはずかしいという子もいますが、

「がんばれ、大丈夫や！」と、声をかけている
みなの優しさがうれしいです。
お楽しみ会最後のプログラムは、オープン・マ
イク。子どもたちが好きな歌を歌ってくれま
す。ラストは、子どもたちに大流行した「USA」
をみなふりつきでやってくれ、大盛り上がり
で終わりました。

第2部はこれも、みなで作って食べるCPAO
恒例「クリスマス料理づくり」。ハロウィンに続
き、アイデアと工夫を凝らしたメニューを作
ることができま
した！
デザートもみん
なの手作り。パ
ンケーキツリー
やチョコレート
フォンデュもみ
んなで食べきり
ました。

CPAOくらぶ ごはん会のご報告
1月10日(木) 今回もありがたいことに、いつ
ものようにお荷物が届き、どなたからのお心
寄せだろうと見てみると、冬休みのお泊り会
に初めてご参加くださった、シングルマザー
親子の方からでした。一つひとつの袋には子
どもたちの名前が書いてあり、その子、その子
のことを考えてくださったことが伝わる、小物
や服、カバンなどが大きな箱いっぱいにつめ
られていました。
きょうだいでいつも来てくれる下の保育園の

子が、最近、とても機嫌が
良く、ふざけすぎて食事も
なかなか食べません。す
るとその子のお兄ちゃん、

「あれなー、家やったらやりたくてもがまん
してんねん。CPAOやったらできるから」と、
話してくれました。
ふざけ続けている子を見ながら、「じゃ、やっ
てもらっとこか」とお兄ちゃんに伝えると「そ
やな！」と笑っていました。

クラウドファンディング終了のお知らせと、
週末里山お泊り会のご報告
12月15日～1月27日の期間、ド
キドキですごしたクラウドファ
ンディングへのチャレンジ。221
人もの方にご支援をいただき、
目標を達成するることができま
した。
みなさま、本当にありがとうござ
いました。さらに「親子丸ごとサ
ポート」を続けて参ります。

リノベーションのご報告です
が、1月25日～27日まで、隔週
の子どもたちのお泊り会があ
り、地域の方、ボランティアの
方々と共に、古民家のリノベー
ション作業も行いました。夏休
みには、完成を目指したいと考
えています。

「餅つき」と「どんど焼き」を堪能
1月12日(土) 支部のある橋本市のかたにお
誘いいただき、地域の方々の「餅つき」と「ど
んど焼き」に参加させていただきました。何度
もお餅をつかせていただき、お腹いっぱいに
なったら、どんど焼き。
年末にみんなで作っ
た門松を焼きました。
自然の中で遊んでいる
と、子どもたちは本当
に落ち着きます。

徳丸 ゆき子 (著・編集)/ CPAO 
(著・ 編集)/志垣 瞳 (監修)/友岡 
雅弥 (編集)/たかはしなな (イラ
スト)/CPAOくらぶの子どもたち 
(イラスト)/吉永由紀子 (その他)/
黒木 利光・早苗 (写真)

まずはごはん
―ささえあう社会への、はじめの一歩

定価 1,500円+税
日本機関紙出版センター

好評発売中

CPAOのピアノ部を担当して
います。毎回、年⾧の娘を引き
連れて訪れます。娘は到着す
るや否や、きゃあと、楽しく遊
び始めます。「困ったなぁ」と
娘が悩んでいると、「どうしたの？」とすぐさま子ども達が助けに来てくれます。「もうすぐ御飯の時間だよ！」と声を掛けたら、たちまち慣れた手つきでお膳立て。子ども達の優しさと成⾧には感心させられます。CPAOの活動なしに、この変化はないのかなぁと感じます。CPAOでは、子ども達は、本来の血縁などとは関係なく「子ども」達となるようです。そして、そこにいる大人達が全員、その子ども達の「家族」となって存在しているようです。ピアノを教えに行っていますが、あれあれ、いつの間にか、私も娘もCPAOという名の大家族の中に包まれています。CPAOに安らぎを感じている子ども達の気持ちが、良く分かる気がします。

川辺響子

スタッフ・ボタンティアの声


